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「奉仕を通じて 平和を」 

(田中作次会長) 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

               例 会 記 録(年次総会) 

第１６４９回例会 

平成２4年１２月５日(水) 井波文化センター  

１．点 鐘 会長 

２．君が代斉唱 

３．ソング：奉仕の理想 

    

４．月結婚記念日：長谷川総一郎会員(３日：欠席)荒木会

員(17日) 

５．月誕生日：三角会員(21日：欠席) 

  

  

６．ロータリー財団べネファクター認証表彰(河合会長か

ら伝達表彰)：斎藤彰会員：文末に会長の言葉の詳細 

    

７．米山奨学金授与：高源さん「皆様、今日は。先日の地

区大会は素晴らしい大会で参加できて良かったです。

11月の学会発表で、優秀賞を頂き、嬉しかったです。

1月の学会でも頑張ります。」 

８．会長の時間：まずは、斎藤さんがべネファクターとな

られたことにおめでとうと申し上げる。当クラブで初め

ての事。国際ロータリーなどの大きな組織になれば、資

産運用などは大変なこと？その時の時勢を読まないと

いけない。大きな組織で、いろいろな事業を行う資金が

必要で、いろいろ支援をしている資金も必要、ロータリ

ーの目標を実現できるか、心配。また、組織が大きくな

ると、無駄も多くなる。自民党や JAなども。さて、今

日は年次総会、会員増強という大きな課題がまだ進展が

ない。勧誘にも不安要素があり、なかなか踏み出せない

でいる。ガバナーが言う Change の精神で一歩次のステ

ップへ行かねばとも考える。木村さんの話を思い出して

も、今までの所から踏み出すことも Change、年次総会

にあたって感じた。 

９．理事会・幹事報告：斎藤さん、高源さん、おめでとう

ございます。①理事会報告(11/28)：水島年度の役員
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案の承認、IM 実行委員会の話。②IM 実行委員会

(11/30)：詳細は後程、高瀬実行委員長から。≪後述

≫③ガバナー事務所から、地区会員増強委員会でださ

れた SAKUJI 作戦の案内。④「ロータリーの友」事

務所から、昨年度決算書。⑤他クラブ例会変更は事務

局に確認。 

１０． 委員会報告：①出席委員会(横山幹委員長)：11

月度報告、11/7(95％)、11/14(85％)、11/21(80％)、

11/28(90％)、月平均 87.5％。本日 20名中 16名出席

（80.00％） ②社会奉仕委員会(山本委員長)：12/2

地区社会奉仕委員会クラブ委員長会議(石川県地場産

振興センター)に出席。カウンセラーの近藤パストガ

バナーが社会奉仕活動は、継続性を持たせる、そのた

めに担当者は 2-3年留任を、とコメント。前半 7クラ

ブ、後半 6クラブの活動報告後、湯浅ガバナーエレク

トが、社会奉仕活動に地区補助金を使うよう、獲得す

る努力をと、総評された。【資料：プリント 2枚配布】

③会員増強委員会(岩崎委員長)：12/2地区会員増強委

員会があり、出席した。その概要について、RI 理事

会は、2015年 6月までに会員数を 130万人にする決

議をし、本年を初年度とし、田中作次 RI会長は、日

本の責任として 1万人を達成したいと要望された。そ

して会員増強を達成するためのこの作戦を、“サクセ

ス・ジャパン”から“SAKUJI”と RI 会長の名前を

もじって、「SAKUJI作戦」と名付けられ、日本ガバ

ナー会から当 2610 地区に作戦推進のお願いがあり、

この活動に当地区も協力することになった。この作戦

は、他地区に住む(ロータリアンに相応しい)友人や知

人をその地区のクラブに紹介するというもの。この情

報提供によって、会員増強を図るもの。これについて

は、ステップがあり、各クラブへのお願いが近々来て、

来年 1月 15日までに、届ける作業があります。それ

から、今回の会議は、グループディスカッションがあ

り、数人のグループを作り、それぞれ、「なぜ、ロー

タリアンになったか」「入会して良かったこと」「各ク

ラブでの増強の取り組み」について、話し合った。な

かなかユニークなものもあり、参考になった。入会金

を下げた、女性会員は半額、家族会員の件、など。④

ロータリー財団委員会(斎藤委員長)：小西年度で推薦

した国際親善奨学生の楠本郁恵さんが、来週一時帰国

され、当クラブを訪問されます。 

１１． ニコニコＢＯＸ(SAA：本日 7名 11000円) 

河合会長：斎藤さん、べネファクター、有難うござい

ます。そして、おめでとうございます。年

次総会は半分が過ぎたということです。淋

しいですね。 

斎藤会員：べネファクターの表彰を頂き、有難うござ

います。 

浅田会員：９代目の南砺市議会の議長を拝命しました。

これも偏に皆様のご支援の賜物です。感謝

申し上げると共に更なる御指導をお願い致

します。 

中島会員：早いもので年次総会ですね。寒さも益々強

まると思います。皆様、お体を大切に！ 

山本会員：年次総会。河合年度も半分ほど終わり、い

よいよ水島年度に引き継ぎ準備が始まりま

すね。膝の痛みも少しづつ改善してきまし

た。特効薬のせいでしょうか。浅田さん、

議長就任おめでとうございます。 

小西会員：師走選挙と相まって慌しい毎日ですね。今

日も早退させて頂き申し訳ありません。 

荒木会員：ぬれ落ち葉。掃いても掃いても、お前のよ

うな者に掃かれてたまるかと、業突く張る。

結婚祝い有難うございました。 

年次総会  

 ・当クラブ細則第 5条第 1節に基づく 

 ・同細則同条第 3節に基づき会員総数の 1/3以上の定数 

 ・次年度役員(会長・幹事・会長エレクト)及び理事選出 

上田幹事(司会)：上半期の反省などを指名しますので、

順にお願いします。 

     

水島会長エレクト：次期役員を発表します。 

  会長：水島、幹事：三角、会計：荒木 
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理事：浅田、河合(直前会長)、斎藤、坂井(会長エレ

クト)、助田、高瀬、上田、山本 

坂井クラブ奉仕委員長：余り出席していなくて失礼。

ロータリーについて、クラブでもっと議論する場が

必要。斎藤年度に行った「ロータリーを学ぼう」な

どで、深めあう機会が欲しい。何回も話し合う場が

あればと思う。 

横山幹プログラム委員長：(今季は出席率良好)特別なし。 

長谷川総一郎親睦活動委員長・会報委員長：(欠席) 

岩崎会員増強委員長：SAKUJI 作戦、1/15 ころまで返

事。会員増強で、クラブ同好会を活用しようとした

が、ゴルフの日程が合わず。退会防止も同好会など

で楽しくやるのも必要。FSMなどで、親睦の場をし

ないといけない。 

助田広報委員長：(欠席) 

三谷職業奉仕委員長：月間の時に、職場体験やインタ

ーンシップの話をしたが、井波中などは 14歳の挑戦

で、キャリア教育について工夫をしている。今度 1

月に、その話をしてもらおうと考えている。 

山本社会奉仕委員長：今年は清掃奉仕を形を変えて行

った。井波は太子伝に(思ったほどごみはなかった)。

福野は街路樹の落ち葉清掃を行った。6月に庄川観光

祭クリーン作戦を行います。いい歯の日は、聖徳幼

稚園に最後の訪問をしました。 

浅田新世代委員長：インターアクト・ローターアクト

の活動ができないか？福野高校あたりに？小学校の

国内交流のお手伝いができないか、様子を探ってい

たが、向うの世話方も高齢化して、今年は土庄から

派遣なしで、次年度以降に期待したい。その他：議

長就任、今後共宜しく。 

斎藤ロータリー財団委員長：(時間なく割愛) 

高瀬国際奉仕委員長兼 IM実行委員長：国際奉仕では、

12/19 に庄川中と井波中の ALT を招待しようと準備

している。書き損じはがきも集めたい。 

IM については、1/30 実行委員会を開き、以下の

ように準備案を作った(口頭で)。2/24(日)砺波ロイヤ

ルホテルで。第 1 部は 14：00 登録受付開始。14：

30開会点鐘。15：00特別講演「レンズを通して 郷

土の魅力―人口減少社会における やらなければな

らないこと―」と題して、富山県ロケーションオフ

ィスの宮崎一郎氏にお話頂く。16：30 所感があり、

16：40 閉会点鐘。第 2 部は、17：00 から懇親会。

18：30 終了予定。各クラブ会長あてに書類を、12

月中に発送。予算の関係で、食事は少し節約したが、

飲み放題。IMの登録料は、6000円とした。 

(参考までに) 

河合会長の言葉：(ロータリー財団：べネファクター) 

このたび斎藤彰会員が、ロータリー財団恒久基金に寄付

をされ、べネファクターとして認証されました。認証の

品として、認証状とべネファクターの記章(ロータリーの

襟ピンに併せて着用)を送られました。 

 ロータリー財団恒久基金について、ここに寄せられた

寄付は一切支出されません。この寄付金は投資され、そ

こから得られた収益のみが財団プログラムに使用されま

す。この仕組みによって、恒久基金へのご寄付は、後世

への遺産となり、永続的に人々への支援に役立てられて

いきます。なお、資産計画を通じて恒久基金に寄付を行

ったロータリアンはべネファクターと呼ばれます。 

 ロータリー財団の創始者であるアーチ・クランフは、

かってこのように言いました。「明日のロータリーがどの

ようなものになるかは、誰にも予測できない。しかし、

ただ一つ確かなのは、明日のロータリーが今日のロータ

リアンの行動にかかっているということだ」 

 本日、こうして明日のロータリーのために貢献された

当クラブの斎藤彰会員を表彰し、特別に感謝の意を表す

機会が持てることを、大変嬉しく思います。斎藤さんは

末永く世界に恩恵をもたらしていくために、ロータリー

財団の恒久基金に多大な支援をされ、べネファクターと

なられました。 

 この世界には、戦争や病、貧困、医療不足、教育の不

平等に苦しむ人々が大勢います。このような人々を救う

ために、私たちは世界に平和と理解をもたらす方法を探

究し続けなければなりません。斎藤さんは、この事を理

解しているからこそ、切実な人道的ニーズに末永く応え

ていくことを可能にする恒久基金への支援を決意された

のだと思います。 

 ロータリー財団管理委員会に代わり、斎藤さんに認証

の品をお贈りし、感謝の言葉とさせていただきます。 


